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令和４(2022)年 10 月 21 日 

 

 報道機関各位 

 

 都市建設部 都市計画課 

TEL:0284-20-2167 

 

(仮称)足利スマートインターチェンジの新規事業化について 

 

１ 趣旨 

  （仮称）足利スマートインターチェンジは、令和３(2021)年８月、準備段階

調査着手箇所に選定され、その後、東日本高速道路株式会社、国や栃木県など

関係機関と具体的な協議を行いながら、令和４(2022)年８月２４日に開催した

地区協議会において、実施計画書を策定してきました。 

  さらに、令和４(2022)年８月３０日付けで、国土交通省、独立行政法人日本

高速道路保有・債務返済機構及び東日本高速道路株式会社宛て実施計画書を提

出したところ、令和４(2022)年９月３０日付けで、国土交通省から、（仮称）足

利スマートインターチェンジの新規事業化の発表がありましたので、お知らせ

します。 

 

２ (仮称)足利スマートインターチェンジの概要 

  (仮称)足利スマートインターチェンジは、北関東自動車道の太田桐生インタ

ーチェンジから３．８ｋｍ、足利インターチェンジから６．５ｋｍに位置する

本線直結型のスマートインターチェンジです。栃木県内では、５箇所のスマー

トインターチェンジがすでに供用開始し、３箇所が整備中であり、本線直結型

では３例目となります。 

  なお、現在、(仮称)足利スマートインターチェンジのアクセス道路となる都

市計画道路７丁目大前線が未整備であることから、供用開始に合わせ、栃木県

が約１．１ｋｍの区間を優先的に整備し、併せて、本市が関連する市道の機能

強化を図る予定です。 

 

３ 整備効果 

 (1) アクセス性向上による産業活性化、定住人口の増加 

   移動時間の短縮が図られ利便性が向上することで、地域産業の活性化や定



２ 

住人口の増加が期待されます。さらに、新たな交通経路が確保されることで、

中心市街地部における交通の分散が期待されます。 

 (2) 広域的医療体制の充実 

   第三次救急医療機関である足利赤十字病院へのアクセスが向上することで、

広域的な医療体制の充実が期待されます。 

 (3) 地域の安全・安心を確保 

   洪水時等における新たな輸送経路が確保され、復旧活動の展開が迅速化す

ることで、社会活動の早期再開が期待されます。 

 (4) 新たな高速道路アクセスルートの確保による観光促進 

   短時間でアクセスできる新たな交通経路が確保されるとともに、交通の分

散が図られることで、観光イベント開催時におけるアクセスが向上し観光促

進が期待されます。 

 

４ 今後のスケジュール 

  令和４(2022)年 10 月 26 日 連結許可書伝達式 

  令和４(2022)年 11 月    広報あしかがみに掲載 
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足 利 市

太田桐生ＩＣ

足利ＩＣ

至 首都圏

主要渋滞箇所を避けた通行が可能となり
東北道方面からの搬送時間が約13分短縮

現況 約29分

現況 約23分

整備後 約16分

足利スマートIC
(仮称)

中心市街地部
混雑エリア

至 高崎
関越道

群馬県
太田市

佐 野 市

佐野田沼ＩＣ

E50

整備後 約20分

田沼駅

太田駅

交通集中する渡河橋梁を
通過するため利便性低下

混雑する中心市街地を
通過するため利便性低下

足利赤十字病院
（第三次救急医療機関）

整備効果 広域的医療体制の充実
・第三次救急医療機関である足利赤十字病院へのアクセスが向上することで、広
域的な医療体制の充実が期待されます。
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カーラーの救命曲線

多量出血では、搬送時間が13分短縮
されることで、死亡率が約4割低下

■足利赤十字病院
（第三次救急医療機関）

・救急搬送患者数4,581人/年(2018) 
・搬送元：栃木県、群馬県等、関東一円

(R1.6 ヒアリング結果)

現況ルート

整備後ルート
主要渋滞箇所

※所要時間：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査旅行速度から算出。

整備効果 ｱｸｾｽ性向上による産業活性化、定住人口の増加

足利スマートIC
(仮称)

佐 野 市

足利ＩＣ

中心市街地部
混雑エリア

至 首都圏

至 高崎
関越道

E5
0

事業所の約５割が集中

主な経由地
(葉鹿跨線橋
北交差点)

群馬県
太田市

太田桐生ＩＣ

足 利 市

山辺西部第二

山辺西部第一

良好な住環境の形成に向け、

土地区画整理事業が進行中

現況 約18分

整備後 約14分

現況 約19分

現況ルート

整備後ルート
主要渋滞箇所

※所要時間：平成27 年度全国道路・街路交通情勢調査旅行速度から算出。

(H29工業統計調査；市全体)

・製造品出荷額等：1,349,216万円

・トーションレースは、国内生産量80％のシェア

■足利市の繊維産業

■足利市南部における土地区画整理事業

・山辺西部第二
面積39.4ha、計画人口3,100人

・山辺西部第一
面積36.7ha、計画人口3,000人

・移動時間の短縮が図られ利便性が向上することで、地域産業の活性化や定住人
の増加が期待されます。さらに、新たな交通経路が確保されることで、中心市街
地部における交通の分散が期待されます。

整備後 約12分

繊維産業の集積地 新たな経路選択
による交通の分散

新たに増加するIC10分圏域

（約2.9万人（市人口の約2割）増）
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資料２

群馬県
太田市

足 利 市

佐 野 市

至 岩舟
東北道

至 高崎
関越道

足利ＩＣ

太田桐生ＩＣ

足利市役所

北部から
復旧活動を展開

新たな輸送経路を確保し
復旧活動の展開を迅速化

E5
0

道路閉塞の
可能性あり

足利スマートIC
（仮称）

道路閉塞の
可能性あり

道路閉塞の
可能性あり

道路閉塞の
可能性あり

南部から
復旧活動を展開

整備効果 地域の安全・安心を確保
・洪水時等における新たな輸送経路が確保され、復旧活動の展開が迅速化する
ことで、社会活動の早期再開が期待されます。

■1947カスリーン台風
（渡良瀬川の氾濫実績）

・全市の９割以上が浸水
・死者144人、行方不明者36人、
計180人（足利市内）

(内閣府「災害教訓の継承に関する
専門調査会報告書」)

凡 例

：第一次緊急輸送道路

：第二次緊急輸送道路

：第三次緊急輸送道路

：浸水想定区域(R3.6ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ)

：氾濫想定区域(R3.6ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ)

：氾濫時道路閉塞想定区間

：現況の輸送経路

：整備後の新たな輸送経路

・短時間でアクセスできる新たな交通経路が確保されるとともに、交通の分散が
図られることで、観光イベント開催時におけるアクセスが向上し観光促進が期
待されます。

整備効果 新たな高速道路ｱｸｾｽﾙｰﾄの確保による観光促進

群馬県太田市

足 利 市

太田桐生ＩＣ

足利ＩＣ

至 首都圏

至 高崎
関越道

足利市役所
（臨時駐車場）

新たな経路選択
による交通の分散
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足利花火大会
打ち上げ会場

● ●

●

●●

●

鑁阿寺

● 足利学校

西宮神社

佐 野 市

整備後:約13分足利スマートIC
(仮称)

織姫神社
織姫公園

●

渋滞エリア
●

●

●

19箇所の臨時駐車場で
アクセス時間が短縮

鑁阿寺『節分鎧年越』
足利尊氏公ﾏﾗｿﾝ大会

1年を通して観光イベントを開催し、
季節を限定しない観光誘客

凡 例

：現況ルート

：整備後の新たなルート

：整備後、時間短縮する臨時駐車場

：整備後、時間短縮しない臨時駐車場
●
●

【足利花火大会時のアクセス】

足利花火大会

北関東有数の花火大会
来場者数 54.5万人（R1）

主要渋滞
箇所

時期 イベント 場所

1月1日 歳旦祭 織姫神社

1月1日 初詣 鑁阿寺

2月3日 節分鎧年越 鑁阿寺

5月頃 つつじ 織姫公園

8月上旬 足利花火大会 渡良瀬川河川敷

9月～11月 曝書 足利学校

11月頃 紅葉 織姫公園

11月上旬 足利尊氏公マラソン大会 市内公道

11月19日～20日 恵比寿講 西宮神社

11月23日 釋奠 足利学校

年中 日本夜景遺産 織姫神社
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